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してもうまく定着せず、教育もしっくりい
かない。
 この理由を端的に表すと、「画一的な
採用と均質的な人材育成の限界」と「価
値観の多様化によるマネジメントの複
雑性」ということになると思います。先
が読めないこの世の中で、採用する側
が、される側個々に対しての、明確な目
的意識をもたないリクルート活動や採
用後の教育システムに限界がきている
こと。そして、私たち世代がとおってき
た労務管理をいかに応用させても、や
はりそれは時代遅れであること。
 アフターコロナを生きるには、パラダ
イムチェンジが必要です。男女を問わ
ず新しい感覚をもった若手の積極的な
登用や、既存の仕組みにとらわれない
デジタル化を着想・実行できる人材を
求めたいところです。

　理事長応接室に、「仁者天下無敵」と
いう村上三島書の額が掲げられていま
す（この書については、「えいらい遺産」
のコーナーでご紹介しておりますので、
是非ご覧ください）。調べると、孟子を
出典とした言葉で、”仁の心をもつ人
は、だれにでも愛され、敵になる人は
いない”という意味だそうです。
　「仁」という字は、人（にんべん）が二
つ、とありこれは、他人を我がこととして
感じ、大切に想うこと、すなわち「思い
やり」です。当院の理念の中でも重要な
キーワードのひとつですが、人として大
事な教えであるとともに、医療や福祉
の世界でその根本に存在する、すばら
しい言葉です。
　感染患者の受け入れや予防接種対
応等、医療従事者の皆がそれをまさに
今も体現しています。国民みんなが
「仁」のココロに思いをはせて、1日も早
い終息に努め願うところです。

　一年延期された、東京オリンピック・
パラリンピックもあっという間に閉幕し
ました。海外観客受け入れ中止や、無
観客という異例な開催でしたが、ＳＮ
Ｓの著しい発達にともなって、スマート
フォンのニュースからは否応なしに関
連情報が目に入り、良くも悪くもいろい
ろ考えさせられた大会だったと思いま
す。
　東京開催決定直後にシンクタンクが
試算したオリンピックの経済効果は、波
及効果もあわせて約30兆円規模と期
待されていたため、逆に開催後の日本
経済に対する見通しが全く立たない、
と当時は財界人がこぞって口にしてお
りました。現実は予期せぬコロナ禍に
より、人類が一進一退の攻防を続けて
います。

　コロナ禍前の日本経済はどういう状
態であったのかＩＭＦ(国際通貨基金)
統計によると、2010年から2019年への
名目ＧＤＰ（国内総生産）の上昇率は、
アメリカ＋43％、中国＋140％、韓国＋
44％に対して、日本はマイナス10％と
なっています。Ｇ20の中でも全く勢い
はありませんでした。一般論として、コ
ロナ終息後に、過度な期待は持てない
ことがわかります。
　ビジネス界では”「先を読む」から「先
が読めないことを前提にした経営」へ”
といわれていますが、現在もふくめて、
アフターコロナでは、法人をとりまく
様々な環境に対して、つねに予期せぬ
変化が起こることを前提としながら、臨
機応変な対応ができる組織づくりが強
く望まれることとなりそうです。

　ところで、近年、人材採用が思わしく
ないような感覚が否めません。しかも、
じわっ、とではなく、いつからか急に難
しくなったような気がいたします。雇用
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当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

　本年5月に松山市藤原町（テレビ愛媛北隣）に「みかんの花クリ

ニック 糖尿病・内分泌・代謝内科」を開業しました。市民病院在任中

には院内外の多くの先生方にご指導をいただきました。本当に有難

うございました。

　当院は糖尿病、内分泌、代謝疾患の専門クリニックとして、糖尿病

や脂質異常症、肥満症などの生活習慣病やバセドウ病、慢性甲状腺

炎などの内分泌疾患を

中心に診療を行ってい

ます。血糖・HbA1cや各

種生化学検査だけでな

く甲状腺ホルモンも迅

速検査が可能であり、

神経伝導速度、超音波

検査、脈波伝播速度、骨

塩量（DEXA法）、体組成検査などを用いた合併症や併存症の

評価を行うことができます。また、診察前に管理栄養士や看護

師などが療養指導を行うシステムになっており、間歇スキャン

式持続血糖測定器やPHR（Personalized　Health Record）か

らのデータを用いた

チーム医療を実践して

います。

　市民病院や連携さ

れている先生方のお役

に立てる施設になれれ

ばと願っています。今

後ともよろしくお願い

いたします。

所  在  地 ： 松山市藤原町617-13

電話番号 ： 089-993-8725

開  院  日 ： 令和３年５月６日

診  療  科 ： 糖尿病内科、内分泌代謝内科、老年内科、内科

休  診  日 ： 第１・３・５日曜日・祝日

アフターコロナは始まっている      
　　　　　　　　　  

                                      　　  事務長　浅野 光孝

秋号

事務次長（関連事業室室長兼務）就任にあたって

　この度、８月１日付けで事務次長と関連

事業室室長を拝命いたしました、神野耕治

です。

　職責の重さに不安な毎日を送っておりま

す。コロナ禍における病院運営は非常に厳

しいですが、常に病院全体を意識し、各部

署との連携や調整を大事にして職務を全うしたいと思います。

　今年の病院のスローガンは「地域に根ざした医療―新しい時

代の病院へー」です。

 今後はさらに様々な分野に興味を持ち経験を積み重ね、微力な

がら病院や地域に貢献できるよう努力してまいります。

松山市福祉大会にて表彰されました

　松山市共同募金会より、令和３年

度松山市福祉大会にあたり、表彰状

と記念品をいただきました。これか

らも共同募金運動の推進に引き続

き協力してまいります。

資格取得しました

▽看護部　吉本　香代子／愛媛糖尿病療養指導士

体温測定器を設置しています

　正面玄関と再診受付機の横に自動体温計を１台ずつ設置し

ています。入館者に対して、検温を促すためのものです。

←体温計横にミ

ニプリンターがあ

り、検温結果がレ

シートで打ち出さ

れます。

必要に応じて、

窓口等でご提

示ください。

※37度5分以上では、画面が赤く表示されます。その際は、必ず

職員にお声がけください。

　感染症予防のため、ご協力よろしくお願いいたします。

院内Ｗi-Fiを設置いたしました

　入院居室並びに一部院内においてWi-Fi

がご利用になれます。

　利用料は1日利用の場合は300円（税込）、

1週間利用の場合は1,600円（税込）です。

　詳しくは院内にございますパンフレットを

ご覧ください。
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当院は敷地内禁煙を実施しています。ご理解・ご協力を

お願いします。

※1 【土曜日】第１：松原 第２：眞鍋 第３・４・５：新谷　※2 【日曜日】第２：眞鍋 第４：新谷

撮影：院長／柚木　茂（マイントピア別子）
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